
2020年度（公財）北海道サッカー協会 サッカー２級審判インストラクター更新講習会② 報告書 

研修会名：2020年度（公財）北海道サッカー協会サッカー2級審判インストラクター更新講習会② 

日    時：2020年 10月17日（土） 

会    場：サッポロさとらんどセンター1F視聴覚室、札幌サッカーアミューズメントパーク人工芝、札幌市東雁来公園サッカー場 

講   師：村山尚哉（HKFA審判委員会指導者部部長、JFAサッカー1級審判インストラクター） 

補   助：森英樹（HKFA審判委員会指導者部、JFAサッカー1級審判インストラクター） 

参 加 者：サッカー2級審判インストラクター30名、  

 

2020 年度 2回目のサッカー2 級審判インストラクター更新講習会を札幌市で開催しました。 

有資格者30名ほどが各地区より集まり、試合分析を中心に、実践研修を行いました。 

講義①②③については指導実践です。実際のレフェリングを見て、ストロングポイントや課題点を見つけ、審判員にフィードバックすると

いう流れで進めました。良いところは今後も継続し、課題点は今後に向けて改善していく。課題点についてもたくさん出すことが重要で

はなく、いかに審判員がステップアップできる課題 2～３つを切り出せることが重要。合わせて課題点の答えを伝えるのではなく、どうし

たら改善できるのかを審判員自身が考え、気づきかせることも重要だという事を参加者には伝えていきました。 

フィードバック後は実際のレフェリング映像を使って、より明確な指導を行いました。 

※インストラクターとして、試合映像からポイントとなる場面を切取り、編集する技術も必要となります。 

講義④では越山 1 級審判インストラクターから指導するために重要なポイントについて約 1 時間、指導者としての立ち振る舞い、  

伝え方、表情など基本的な事から、具体的な指導ポイントについて貴重なお話をしていただきました。終始和やかな雰囲気で進めら

れ、参加者もリラックスしながらお話に耳をかたむけていました。 

最後に点数のすり合わせ等を行い、今年度の 2回目の更新研修会は終了しました。 

1 回目も含め、講義の内容が来年度からの指導に少しでも役立てていただける内容となれれば幸いです。 


